
 

総合地球環境学研究所ＩＳ及びＦＳ審査実施要領 

 

平成２４年 １０ 月２３日 

所 長 裁 定 

 

総合地球環境学研究所研究プロジェクト所内審査委員会規則第２条第１号から第３号ま

でに規定する研究プロジェクト所内審査委員会（以下「ＰＲＴ」という。）におけるＩＳ及

びＦＳの審査（ＰＲ候補の採択審査を含む）における審査に関し、次のとおり基本方針を定

めるものとする。 

 

（審査指針） 

第一 ＩＳ及びＦＳの採択審査における基本的な考え方は次のとおりとする。 

ＩＳ及びＦＳは、研究所の設立趣旨ならびに理念（基本計画）に沿った共同研究である

ことが必須である。すなわち研究所の基本認識に基づく、いわゆる地球環境問題に関わる

何らかの明確かつ具体的な問題の解決に資する学問的かつ分野横断的な探究であって、か

つ一定の研究期間後にはまとまったストーリーとして研究の成果とその意義を社会に提

示できるような共同研究計画であることが必要である。 

１）連携ＦＳ及び連携研究プロジェクト 

連携ＦＳ及び連携研究プロジェクトの採択においては、地球環境問題に関わる、独創

的かつ新規性の高い研究計画であることを特に重視する。採択審査にあたっては、以下

の項目について評価を行う。 

・ 総合性・学際性・・・地球環境問題の解決を目指して既存の学問分野の枠組みを超え

た総合的視点に立った研究となっているか。 

・ 独創性・学術性・・・地球環境問題の根本的な解決に資する学問的基盤形成につなが

る、革新的な研究であるか。 

・ 国際性・・・国際的な協力体制のもとに、中枢的な拠点となりうるか。 

・ 社会的貢献・・・地球環境の危機を克服するための社会的要請への貢献が期待できる

ものであるか。 

・ 実行可能性・・・研究計画は十分練られ、その進め方が着実で実行可能なものとなっ

ているか。 

なお、地球研の設定する領域プログラム及び未来設計イニシアティブへの貢献も考慮する。 

 

２）基幹ＦＳ及び基幹研究プロジェクト 

基幹ＦＳ及び基幹研究プロジェクトの採択においては、これまでの地球研のプロジェ

クトの成果を新たなフレームで統合し、未来設計イニシアティブに沿った設計科学とし

ての研究成果が見込まれる研究計画であることを特に重視する。採択審査にあたっては、

以下の項目について評価を行う。 

・ 統合性・・・これまでの地球研プロジェクトの成果（概念、方法論、研究ネットワ

ーク等）をふまえ、新たなフレームでそれらを統合する研究となっているか。 

・ 独創性・学術性・・・あるべき社会の提言を目指した設計科学的なアプローチによ

る独創的かつ高い学術性を有するものであるか。 

・ 国際性・・・国際的な協力体制のもとに、中枢的な拠点となりうるか。 

・ 社会的貢献・・・グローバルからローカルまで社会の多様なステークホルダーとの

研究の co-design、co-productionの要素を含み、未来可能な社会のあり方を提言す

るものであるか 

・ 実行可能性・・・研究計画は十分練られ、その進め方が着実で実行可能なものとな

っているか。 

 



 （課題決定手続） 

第二 ＩＳ，ＦＳ及びＰＲ移行候補の採択審査は、総合地球環境学研究所研究プロジェクト

実施細則第３条第１項及び第４項並びに第４条第１項、第２項及び第８項に基づき公開ヒ

アリングにより実施し、ＰＲＴの審査を経て連絡調整会議で採択課題を決定するものとす

る。なお、ＩＳの採択については、書面審査を行い、申請者の資格及び研究内容の審査を

行い、公開ヒアリングを行う研究課題を決定するものとする。 

 

（その他） 

第三 採択審査においては、ＰＲＴ委員の評定のみならず、公開ヒアリングにおける所員の

意見等を加味し、総合的に審査を行うものとする。 

 

   附  則 

 この要領は、平成２３年１月２５日から実施する。 

 

   附  則 

 この要領は、平成２４年１０月２３日から実施する。 


